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明治・大正期、酒造工場として誕生。
およそ100年前から変わらない星空の下で、静かに覚醒の時を待つ煉瓦たち。
煉瓦倉庫の過去と未来が、今夜、ここでつながります。

朗 読と映 像でつづる野 外 劇

畑澤聖悟
18：00開演

18：00開演

2
回
公
演
、上
演
時
間
は

約
40
分
を
予
定
。 

【 出 演 】 赤坂真由美  赤坂優衣  一戸彩乃  岩井冬桜子  大澤朱夏　尾崎紗耶　小野楓太  小野寺静  大室日菜  
柏崎佑  我満望美　神成希望   木村美希　工藤開　熊谷至透  倉内花香  斉藤緑香　坂本安理奈　桜庭美香子
佐藤智果　猿ヶ澤美羽　澤田泰靖　澁谷麗奈　下山寿音　白石恭也　鈴木海人　須藤あゆ美　銭谷真結子   
相馬夏凪海  高橋明里　田川七海　田中日菜　田中美羽　田中舘美紅　千田萌子　對馬愛佳  西原舞夏　登坂彗
原子恵　廣井瑞歩　福士佑斗　藤田明希　藤森藍  二ッ森樹里  古山紗織  松山明日香  丸山陽奈　三上真里亜
森内貴史　八木橋千佳乃　山上祐花　山口由紀子　山崎妃奈加　山下咲　横嶋咲輝　 吉谷心　米谷知恵 ※五十音順  

★音楽：盛隆 ★映像：葛西薫（ぱやらぼ） ★照明：浅沼昌弘（株式会社アクト・ディヴァイス） ★ドラマターグ：工藤千夏 ★宣伝美術：Griffe inc.（工藤規雄+
渡辺佳奈子） ★主催：弘前市 ★後援：弘前市教育委員会 ★企画・制作：なべげんわーく合同会社 ★協力：東北女子大学　弘前学院聖愛高等学校演劇部
青森県立木造高等学校演劇部  青森県立五所川原第一高等学校演劇部　青森県立青森中央高等学校演劇部　一般社団法人弘前芸術鑑賞会　渡辺源四郎商店

青森県弘前市吉野町2-7

入場無料申込不要

吉野町緑地・煉瓦倉庫会
場
構成
演出



2017. 9/23（土）18:00開演
　　 9/24（日）18:00開演
会場：吉野町緑地・煉瓦倉庫

朗読と映像でつづる野外劇

構成・演出：畑澤聖悟｠

2回公演、上演時間は約40分
を予定。各回とも内容は同じ。 

申込不要
青森県弘前市吉野町2 - 7

入場無料

会場までの
交通アクセス
住所：弘前市吉野町2-7

★ＪＲ弘前駅から 徒歩20分

☆またはバス小栗山狼森線「3番乗り場」より

  「住吉入口」下車 徒歩１分

☆市内循環100円バス「駅前乗り場」より

  「中土手町」下車 徒歩2分

★弘南鉄道中央弘前駅から 徒歩3分　

★弘前公園から 徒歩20分

お問い合わせ： ☆弘前市 都市環境部 吉野町緑地整備推進室 Tel.0172-40-7123（直通） http://www.city.hirosaki.aomori.jp/
                  ☆なべげんわーく合同会社 Tel.080-1269-6158 （※公演当日はこの携帯のみ） http://www.nabegen.com/

2020年、開館。吉野町煉瓦倉庫は、
美術館を核とした新しい文化交流拠点に生まれ変わります。
明治大正期からこの地に佇む吉野町煉瓦倉庫は、東北屈指の酒造工場や

日本のシードル発祥の地としての歴史に加え、弘前市出身の現代美術アー

ティスト奈良美智氏による伝説的な展覧会が開催された場所としても知

られます。数々の記憶が宿る美しい空間と、最勝院五重塔や弘南鉄道大

鰐線・中央弘前駅、そして岩木山を望むことができる恵まれた景観を活か

して、現在進行形のアートを発信する新しい文化交流拠点が誕生します。

2020年の開館に向けてさまざまな準備が進められている中、工事着工前の

今年、改めて吉野町煉瓦倉庫の歴史をふりかえるために、朗読と映像でつ

づる野外劇『煉瓦倉庫ものがたり』が企画されました。夕景はやがて星空に。

煉瓦倉庫そのものに映し出される幻想的な映像をバックに、その時、その瞬

間にしか体験できない野外劇が現出します。朗読に参加する57名の若者たち

と共にこれまでの吉野町煉瓦倉庫の歩みを辿り、未来を見つめてみましょう。

ご来場のみなさまへのお願い・ご連絡

【 出 演 】 赤坂真由美  赤坂優衣  一戸彩乃  岩井冬桜子  大澤朱夏　尾崎紗耶

小野楓太  小野寺静  大室日菜  柏崎佑  我満望美　神成希望   木村美希　工藤開

熊谷至透  倉内花香  　斉藤緑香　坂本安理奈　桜庭美香子　佐藤智果　猿ヶ澤美羽

澤田泰靖　澁谷麗奈　下山寿音　白石恭也　鈴木海人　須藤あゆ美　銭谷真結子   

相馬夏凪海  高橋明里　田川七海　田中日菜　田中美羽　田中舘美紅　千田萌子

對馬愛佳  西原舞夏　登坂彗　原子恵　廣井瑞歩　福士佑斗　藤田明希　藤森藍  

二ッ森樹里  古山紗織  松山明日香  丸山陽奈　三上真里亜　森内貴史　八木橋千佳乃

山上祐花　山口由紀子　山崎妃奈加　山下咲　横嶋咲輝　 吉谷心　米谷知恵 

畑澤聖悟（はたさわせいご）：劇団「渡辺源四郎商店」
店主。劇作家・演出家。05年日本劇作家大会短編戯
曲コンクールで『俺の屍を越えていけ』が最優秀賞を受
賞。09年『親の顔が見たい』で第12回鶴屋南北戯曲
賞ノミネート。ラジオドラマの脚本では文化庁芸術祭大
賞など多数受賞。現役の高校教諭。指導した演劇部
（青森中央高校、弘前中央高校）を９度の全国大会に
導き、最優秀賞3回、優秀賞5回受賞。中高生向け
のワークショップを全国各地で精力的に行っている。

公
開
稽
古

朗読と映像でつづる野外劇『煉瓦倉庫ものがたり』朗読パートの公開稽古を開催します。
※スぺースの都合上、ご希望多数の場合はご見学いただけない可能性があります。要事前申込。

★稽古日程：2017.9/18（月・祝）15：00～16：45 ★稽古会場：弘前市民会館大会議室（弘前市下白銀町1-6） 
【 お問合せ・お申込み 】 弘前市 都市環境部 吉野町緑地整備推進室 
☆Tel.0172-40-7123（直通） ☆メール yoshino@city.hirosaki.lg.jp ☆申込締切：2017.9/11（月）　
ご連絡先（お名前・お電話番号）を電話またはメールにてお知らせください。

★入場無料です。鑑賞のお申込も不要です。チ
ケットはございませんので、当日、直接会場に
お越しください。開演の30分前から、客席への
誘導を開始いたします。

★吉野町緑地という会場の特質上、芝生席にて
ご鑑賞いただきます。椅子席や敷物のご用意は
ございません。
★屋外での鑑賞になりますので、アウターやブラ

ンケットなど防寒対策ができるもののご用意を
お勧めいたします。

★車椅子でのご鑑賞の場合、車椅子で観やすい
位置に係員がご誘導申し上げます。お手数です
が事前にご一報頂けますと幸いです。
★会場には駐車場はございません。恐れ入ります
が、近隣の有料駐車場をご利用になるか、公共
交通機関をご利用ください。

★雨天の場合、足元が悪くなりますので、長靴や合
羽などのご用意をお勧めいたします（小雨決行）。

★大雨の場合、もしくは雷などの警報が発令された場
合、上演中止となります。当日までに、弘前市HP、
吉野町煉瓦倉庫Facebook（@Hirosaki.yoshino）・
Twitter（@Hirosakiyoshino）、渡辺源四郎商店HP、
Twitter（@nabegenhonten）等でお知らせします。ま
た、当日確認の電話番号は080-1269-6158です。

★音楽：盛隆 ★映像：葛西薫（ぱやらぼ） ★照明：浅沼昌弘（株式会社アクト・ディヴァイス） ★ドラ

マターグ：工藤千夏 ★宣伝美術：Griffe inc.（工藤規雄+渡辺佳奈子） ★主催：弘前市 ★後援：

弘前市教育委員会 ★企画・制作：なべげんわーく合同会社 ★協力：東北女子大学　弘前学院

聖愛高等学校演劇部　青森県立木造高等学校演劇部  青森県立五所川原第一高等学校演劇部

青森県立青森中央高等学校演劇部　一般社団法人弘前芸術鑑賞会　渡辺源四郎商店


